
次代を創る経営者を輩出する
「知命社中」という役員道場

リーダーが知と軸を磨き、使命を自得する転機の場

「Wedge」2018年７月号
掲載 記事広告

株式会社グロービス 知命社中事務局

株式会社グロービス 知命社中事務局
TEL：03-5275-3695

https://chimeishachu.globis.co.jp/

［お問い合わせ］

役員にとっての他流試合道場
〜「知命社中」５つの特色〜

1	エッジの効いた講師陣からの高質な問いと揺さぶり

2	違和感をあえて掘ることで自分を見つめ直す

3	対話からの刺激を咀嚼し昇華するプロセス

4	自己否定と自己肯定を繰り返し自己変革に向き合う

5	エグゼクティブが学びやすい期間と環境にこだわる

知命社中 第２モジュール／吉野山を望む



実
態
は
同
質
性
の
中
に
埋
も
れ
、
自
分
の
価

値
観
や
成
功
体
験
に
縛
ら
れ
て
い
る
側
面
も

否
定
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
強
烈
な
刺
激
で

揺
ら
ぎ
を
与
え
る
こ
と
が
肝
要
で
す
」。

　

そ
の
た
め
知
命
社
中
で
は
、
大
き
な
視
座

を
持
っ
て
エ
ッ
ジ
の
効
い
た
持
論
を
発
す

る
著
名
な
講
師
陣
の
招
聘
に
こ
だ
わ
っ
て
い

る
。
本
質
的
・
普
遍
的
な
問
い
や
、
時
代
観

を
反
映
し
た
新
鮮
な
刺
激
に
触
れ
る
こ
と

で
、思
考
や
価
値
観
の
守
備
範
囲
を
拡
げ
る
。

さ
ら
に
参
加
者
同
士
の
対
話
を
通
じ
、
互
い

の
解
釈
の
差
異
に
深
く
斬
り
込
み
、
自
ら
を

省
み
て
相
対
化
す
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
執

拗
に
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
揺
る
ぎ
な
い

自
分
の
軸
が
形
成
さ
れ
て
い
く
と
い
う
。

　

気
の
利
い
た
講
師
陣
と
教
材
で
イ
ン
プ
ッ

ト
中
心
の
座
学
を
行
う
講
座
は
数
多
い
。
し

か
し
、
そ
れ
で
は
知
的
好
奇
心
を
満
た
す
表

層
的
な
理
解
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
講
演
と

は
別
に
、
対
話
と
言
語
化
の
場
に
じ
っ
く
り

取
り
組
む
こ
と
で
、刺
激
を
学
び
に
昇
華
し
、

　

役
員
・
経
営
者
に
意
識
レ
ベ
ル
の
質
的
転

換
を
迫
る
研
修
が
、
な
ぜ
必
要
か
。
知
命
社

中
代
表
の
鎌
田
英
治
氏
は
こ
う
語
る
。

　
「
日
本
は
今
、
明
治
維
新
、
戦
後
復
興
に

次
ぐ
70
年
に
一
度
の
大
変
革
期
に
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
革
新
的
な
発
達
に
よ
り
、

人
、
モ
ノ
、
情
報
、
カ
ネ
の
す
べ
て
が
つ
な
が

るConnected
な
時
代
。
過
去
の
常
識
が
覆

さ
れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
競
争
と
い
う
ゲ
ー
ム
に
大

胆
な
ル
ー
ル
チ
ェ
ン
ジ
の
波
が
起
き
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
変
化
の
中
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
の

　

今
さ
ら
こ
の
場
に
参
加
し
て
、
本
当
に
得

る
も
の
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
︱
︱
。
社
長
と

し
て
上
場
企
業
を
率
い
て
10
年
。
そ
の
間
、

売
上
を
２
・
５
倍
に
伸
ば
し
つ
つ
、
収
益
体

質
を
確
立
し
て
き
た
自
負
も
あ
る
。
が
、
こ

こ
で
は
自
分
は
何
者
か
、
何
の
た
め
に
働

き
、
何
が
し
た
い
の
か
と
、
禅
問
答
の
よ
う

な
問
い
を
自
ら
に
投
げ
掛
け
突
き
詰
め
ろ
と

い
う
。
周
囲
を
見
渡
せ
ば
、
同
じ
よ
う
に
半

信
半
疑
の
ま
ま
参
加
し
、
当
初
は
斜
に
構
え

る
企
業
役
員
が
大
半
を
占
め
て
い
た
︱
︱
。

　

こ
れ
は
Ｍ
ｉ
ｐ
ｏｘ
株
式
会
社
代
表
取
締

役
、
渡
邉
淳
氏
の
述
懐
で
あ
る
。
参
加
し
た

の
は
「
知
命
社
中
」。
グ
ロ
ー
ビ
ス
が
仕
掛

け
る
、
執
行
役
員
以
上
に
限
定
し
た
異
業
種

交
流
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

　

渡
邉
氏
は
そ
の
後
、
７
モ
ジ
ュ
ー
ル
15
日

間
（
７
カ
月
間
）
に
わ
た
る
強
烈
で
高
質
な

刺
激
と
奥
行
き
の
あ
る
対
話
を
通
じ
て
、
自

ら
の
考
え
の
練
り
直
し
と
言
語
化
を
繰
り
返

し
た
。
そ
の
過
程
に
は
違
和
感
も
あ
れ
ば
、

自
己
の
核
心
を
問
い
直
す
深
い
内
省
や
葛
藤

も
あ
っ
た
。
結
果
、
こ
れ
ま
で
に
積
み
上
げ

て
き
た
自
身
の
価
値
観
を
あ
る
意
味
で
一
度

解
放
し
、
経
営
者
と
し
て
の
あ
り
方
を
根
本

か
ら
見
つ
め
直
す
こ
と
と
な
る
。

　

そ
の
先
に
見
え
た
の
は
、
内
面
か
ら
湧
き

上
が
る
本
心
か
ら
の
使
命
で
あ
り
、
正
面
か

ら
向
き
合
っ
て
こ
な
か
っ
た
真
の
経
営
理
念

で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ら
を
基
盤
と
す
る
将
来

へ
の
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。

見
方
と
価
値
観（
集
合
知
）の
中
に
解
決
の
糸

口
を
見
い
だ
し
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
秩
序
と

価
値
を
紡
い
で
具
体
的
な
方
向
を
指
し
示
す
。

そ
れ
が
、
こ
れ
か
ら
の
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
だ
。

つ
ま
り
、
異
質
な
も
の
を
受
け
入
れ
調
和
を

図
る
受
容
心
と
、
そ
こ
に
溺
れ
ず
確
た
る
軸

を
持
っ
て
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
る
主
体
性
が

不
可
欠
と
な
る
。
こ
れ
を
ど
う
両
立
さ
せ
る

か
。
知
命
社
中
の
命
題
が
そ
こ
に
あ
る
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
人
間
の
可
能
性
を
拡
げ

る
他
流
試
合
で
あ
る
の
と
同
様
、
知
命
社
中

は
「
多
彩
（
多
才
）
な
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
し

の
ぎ
を
削
る
こ
と
で
互
い
の
成
長
を
も
た
ら

す
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
装
置
」で
あ
る
と
、

鎌
田
氏
は
言
う
。「
役
員
な
ら
付
き
合
う
世

界
も
広
く
、
イ
ン
プ
ッ
ト
も
十
分
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
？　

他
者
の
視
座
を
自
ら
の
血
肉
に
取
り
込
む
内

面
強
化
を
強
く
促
し
て
い
く
。
そ
れ
が
本
質

的
な
変
化
（
転
機
）に
つ
な
が
る
の
だ
。

　
「
役
員
と
い
う
ト
ッ
プ
・
リ
ー
ダ
ー
層
の

成
長
こ
そ
が
不
可
欠
な
時
代
で
す
。同
時
に
、

役
員
層
が
果
敢
に
行
動
し
常
に
学
び
続
け
る

姿
勢
そ
の
も
の
が
、
組
織
全
体
を
感
化
し
、

プ
ラ
ス
の
波
及
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
」

あ
り
方
、
経
営
、
組
織
も
そ
れ
ぞ
れ
モ
デ
ル

チ
ェ
ン
ジ
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
不
透
明
な
状
況
を
前
に
、
変
革

の
意
思
決
定
を
躊
躇
、
先
送
り
し
て
し
ま
う

実
態
も
あ
る
。現
実
を
看
過
し
傍
観
す
る『
不

作
為
の
罪
』、
な
す
べ
き
こ
と
を
誤
魔
化
し

逃
げ
だ
す
『
作
為
の
罪
』
が
起
き
や
す
い
状

況
に
あ
る
の
で
す
。
こ
う
し
た
時
代
認
識
を

踏
ま
え
る
と
、
未
来
を
担
う
経
営
者
は
、
状

況
打
破
に
向
け
て
〝
行
動
と
学
習
〟
を
不
断

に
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

　

解
決
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
多
様
性
だ
。
ど
れ

だ
け
優
秀
な
リ
ー
ダ
ー
で
も
、
一
人
の
個
人

知
に
は
限
界
が
あ
る
。
異
種
混
合
の
多
様
な

不
透
明
な
未
来
を
切
り
拓
く
に
は

知（
発
想
）と
軸（
意
思
）を
磨
く

思
索
と
対
話
の
場
が
必
要
で
す
。

次代を創る経営者を輩出する
「知命社中」という役員道場

知命社中 代表／
株式会社グロービス マネジング・ディレクター
北海道大学経済学部卒業、コロンビア大学CSEP（Columbia 
Senior Executive Program）修了。1999年日本長期信用銀
行からグロービスに転じ、名古屋オフィス代表、グループ経営管
理本部長、Chief Leadership Officer（CLO）などを経て現職。
著書に『自問力のリーダーシップ』（ダイヤモンド社）がある。経
済同友会会員。

成果を上げてきた重役であっても、学習なき、成長なきリーダーに組織の未来は託せない。
過去の成功に安住せず、ものの見方（認識）や自らを支える軸をアップグレードし続けることが必須の時代であるからだ。
自らを高めるには、他流試合など外の刺激に敢えて自身を晒し、自己と向き合い直すことが第一歩となる――。
ここに、意思と覚悟を持ったエグゼクティブが集い、深い思索と対話を重ねる役員道場がある。

The Next Decade Program「知」と「軸」を磨き、リーダーシップの質的転換（転機）を促すプロセス

株式会社グロービス 知命社中事務局
東京都千代田区 二番町5−1 住友不動産麹町ビル
TEL：03-5275-3695
https://chimeishachu.globis.co.jp/

［お問い合わせ］

リーダーが知と軸を磨き、
使命を自得する転機の場

知命社中 ５つの特色
１ エッジの効いた講師陣からの高質な問いと揺さぶり
２ 違和感をあえて掘ることで自分を見つめ直す
３ 対話からの刺激を咀嚼し昇華するプロセス
４ 自己否定と自己肯定を繰り返し自己変革に向き合う
５ エグゼクティブが学びやすい期間と環境にこだわる

第３期 開催概要
日程：	2018年９月〜2019年４月
	 （７モジュールで計15日間／合宿形式）
場所：	東京、小田原、水戸、浜松、奈良吉野町など
対象：	企業経営の次代を担うエグゼクティブ層
	 （原則執行役員以上）
定員：	30名

プログラム
Module 1 ［小田原］
経営観・軸の重要性理解／関係構築
Module 2 ［奈良吉野］
人間とは？	信を極めるとは？	自己とは？
Module 3 ［東京］
アジェンダを広げる／自己の相対化
Module 4・5 ［浜松・東京］
観の獲得：世界観、歴史観、社会観、未来観、使命感
Module 6 ［水戸］
自らの構想を研く
Module 7 ［小田原］
自らの未来をリードする

主な登壇者（ゲストスピーカー）
冨山和彦：株式会社経営共創基盤／代表取締役CEO

八木洋介：株式会社people	first ／代表取締役
（株式会社LIXILグループ／前執行役副社長）

岡本彰夫：奈良県立大学／客員教授
（春日大社元権宮司）

田中利典：金峯山寺長臈／種智院大学客員教授

御立尚資：ボストン	コンサルティング	グループ／
シニア・アドバイザー

藻谷浩介：株式会社日本総合研究所／主席研究員
など多数

鎌田英治 氏

半
信
半
疑
の
役
員
が
一
変

真
の
使
命
を
自
得
す
る
転
機
の
場

経
営
の
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
が
必
須

「
多
様
性
」の
中
に
そ
の
鍵
が
あ
る

予
定
調
和
を
排
除
し
、忖
度
な
き

本
音
の
議
論
を
す
る
役
員
道
場

「Wedge」2018年７月号掲載

高次元への
意識転換

問題意識の
覚醒前

●人間、組織、社会、歴史、文化・文明・技術とは？
の問いに向き合う（思考領域拡張）

●自分は何をなしたいのか？ なすべきなのか？
果たしてそれでよいのか（本心との対話）

「熟考」
問題意識の深化 「選択」

明確性の獲得

自己価値観を確認し（一貫性）
古いこだわりを手放す（柔軟性）

行動と学習
（Forward & Deepen）

刺激・対話・内省・言語化

認識のアップグレード

好奇心
違和感

揺らぎ 葛藤

落ち着きと自信




